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を踏まえた授業づくり」（実践事例編）と共に、三冊あわせて活用し、「指導と評価
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②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

①粘り強い取組を行おうとする側面

「十分満足できる」

状況（Ａ）

「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）

「努力を要する」

状況（Ｃ）
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「評価規準」を作成し、「目標」の実現状況を評価する

各教科等における学習評価の進め方踏まえた学習評価

新学習指導要領の趣旨を

◇内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・万の単位について知っている。

・10倍、100倍、1000倍、10分の1

の大きさの数及びそれらの表し方に

ついて知っている。

・数のまとまりに着目し、大きな数の

大きさの比べ方や表し方を考え、日

常に生かしている。

・整数に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数

理的な処理のよさに気付き生活や

学習に活用しようとしている。

このように、「２ 内容」に記載された文章を活用することで、妥当性のある評価規準を作成することができ

ます。単元の目標を作成する際も、目指す児童生徒の姿として評価することを踏まえ、妥当性のある単元の評価

規準となるように工夫します。

評価規準は、目標となりうる「２ 内容」に記載されている文末表現を変えることで、作成できます。

（例）第３節 算数

●第１ 目標

●第２ 各学年の目標及び内容

第３学年

１ 目 標 「内容のまとまり」とは、

この「2 内容」です。

知識及び技能

「主体的に学習に取り組む態度」の観点は、継続的な取組を通して現れる特質等を有すること

から「２ 内容」に記載がありません。そのため「１ 目標」を参考にしつつ、必要に応じ改

善等通知（※）の観点の趣旨を参考にして作成します。
※改善等通知 ;「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について

（通知）」（文部科学省初等中等教育局、平成31年３月29日付け、30文科初第1845号）

「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点は、各教科等における該当学年の学習指導要領の

「内容のまとまり」を確認し、その記載を活用し作成します。

「内容のまとまり」とは、学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容」

の項目等を、そのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものです。つまり、各教科等は「内容の

まとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示されています。よって、「２ 内容」の記載はそのまま

各教科等の学習指導の目標となりうるものとなっています。

授業は、児童生徒に目標とする資質・能力を育成していく場です。教師は、目標の実現状況を判断するために

評価をします。つまり、評価とは児童生徒が目標とする資質・能力に到達できているかを見取ることです。教師

は、児童生徒の姿から目標の実現状況を判断することになりますが、その際「よりどころ」が必要となります。

この「よりどころ」を「評価規準」といいます。

新学習指導要領では、育成を目指す資質・能力が三つに整理されていることを踏まえ、学習指導要領の目標に

記載されている文章を使うことで、「よりどころ」としての妥当性を示すことができます。ここでは、実際の授

業づくりに向けて、小学校学習指導要領の算数を例に「２ 内容」に記載された文章を活用した「内容のまとま

りごとの評価規準」の作成について紹介します。

思考力、判断力、表現力等

A　数と計算

  ⑴　整数の表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

　　ができるよう指導する。

　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

　　イ　次のような思考力，判断力，表現力を身に付けること。

　万の単位について知ること。

イ　10倍，100倍，1000倍， の大きさの数及びそれらの表し方について

　知ること。

　数のまとまりに着目し，大きな数の大きさの比べ方や表し方を考え，

　日常生活に生かすこと。

２　内　容
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PointPoint
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　評価を行うために必要な時間を考え、単元全体でバ

ランスよく評価を位置付けます。

PointPoint
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PointPoint

PointPoint
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。

PointPoint
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「観点別学習状況の評価」を総括した「評定」と「総括」

〈例１〉観点別学習状況の評価を数値化し、合計値で決める方法

観点別評価 合計値 評定（小学校） 評定（中学校）

ＡＡＡ ９
３ ５ または ４

ＡＡＢ ８

ＡＢＢ

ＡＡＣ
７

２ ３
ＡＢＣ

ＢＢＢ
６

ＢＢＣ

ＡＣＣ
５

ＢＣＣ ４
１ ２ または １

ＣＣＣ ３

〈例２〉観点別学習状況の各観点の評価結果を点数で算出し、それを各合計値の

満点に対する割合で、評定に算出する方法

Ａ Ｂ Ｃ

３点 ２点 １点

観点別の達成度 83％以上 82～51％ 50％以下

小学校 ３ ２ １

中学校 ５または４ ３ ２または１

３:「十分満足できる」状況と判断されるもの

２:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

１:「努力を要する」状況と判断されるもの

小
学
校

児童生徒の学習の実現状況を小学校では３段階、中学校では５段階で評定します。ただし、小学校第１学年及

び第２学年では評定はしません。

５:「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」

状況と判断されるもの

４:「十分満足できる」状況と判断されるもの

３:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

２:「努力を要する」状況と判断されるもの

１:「一層努力を要する」状況と判断されるもの

中
学
校

①学期末における評定への総括の例

・単元において観点毎に総括した評価結果を合計して、それを基に学期末の総括を

する場合。

・それぞれの授業で観点別に評価した結果を学期末にまとめて合計し、総括する場合。

○総括の方法は、下記の〈例１〉〈例２〉を参考に考えることができます。

②学年末における評定への総括の例

・各学期の観点別評価から学年末の観点別評価を出し、それを学年末の評定に総括する場合。

・各学期の評定を学年末の評定に総括する場合。

○総括の方法は、下記の〈例１〉〈例２〉を参考に考えることができます。

「評定」と「総括」

においても、学校全

体で共通理解の中で

進めていくことが重

要です。

懇談や通知表等で、児

童生徒や保護者へ評価

に関する仕組みや評価

結果について、丁寧に

説明しましょう。説明

をして理解を図ること

が信頼性の向上の視点

からも重要です。

「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要

録の改善等について（通知）」（初等中等教育局、平成31年３月29日付け、30文科初第1845号）

文部科学省において、「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（平成31年１月21日）を受け、 新学習指導要

領の下での学習評価が適切に行われるとともに、各設置者による指導要録の様式の決定や各学校における指導要録

の作成に当たっての配慮事項等をまとめたものです。主な内容は、「学習評価の基本的な考え方」「学習評価の主な改

善点について」「指導要録の主な改善点について」「学習評価の円滑な実施に向けた取組について」「学習評価の改善

を受けた高等学校の入学者選抜、大学入学者選抜の改善について」等が示されています。

改善等通知とは

PointPoint

PointPoint
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PointPoint
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小
学
校
国
語
科

「五月」と「十二月」
を対比して読む読み方を確認している。

1

1 2

1

2

2

PointPoint
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PointPoint
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小
学
校
社
会
科

行います。

PointPoint

1

2

1 2

21
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PointPoint
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小
学
校
算
数
科

設定します。

PointPoint

2

2

2

1

1

1
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小
学
校
理
科

いる。

音の大きさにつ

いての問題を見いだし、表現する。

・見いだした音の大きさに関する問題を

　調べ、観察記録する。

PointPoint

2

2

21

1

1
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小
学
校
生
活
科

PointPoint

1

1

1

2

2

2

・家族の「にこにこ」を増やす「に

　こにこだいさくせん」の計画を立

　てる。（家庭での実践）
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PointPoint
Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要となる、取り扱う教材曲の

　　特徴や学習内容など、児童に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

音楽を形づくっている要素を選択して評価する

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際のポ

イントとなる「音楽を形づくっている要素（音

色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、和

音の響き、音階、調、拍、フレーズ、反復、呼び

かけとこたえ、変化、音楽の縦と横との関係な

ど）」は、その題材の学習において児童の思考・

判断のよりどころとなる主な要素を選択して評価

します。
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小
学
校
音
楽
科

PointPoint

2

2

2

1

1

1

題材のまとまりの中で各観点の評価ができるよ

う、指導と評価の計画を立てる段階から、バラ

ンスを考慮するとともに、具体的に評価の時期

や方法を考えておくことが大切です。

評価の結果を記録に残す場面の精選

音楽を形づくっている要素（旋律、フレーズ、反復、変化など）を聞き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、ワークシートに記述（例：旋律の動きが少ないから、とんびがゆったりと飛んでい

る様子を表している）し、思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にどこ
まで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。　　

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり歌
い表そうとしたりしている。
・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように歌
いたいか、思いや意図をノート等に書いている。
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分かって

・「主体的に学習に取り組む態度」は、当該学年の「観点の趣旨」を踏まえて作成する。

　学習指導要領の「2　内容」には、「学びに向かう力、人間性等」について示されていな

　いので、「1　目標」にある該当学年の目標（3）を参考に作成します。

・題材目標に「楽しい（豊かな）生活を創造」はあってもいいが観点別評価には入れない。

PointPoint

「学びに向かう力、人間性等」から、観点別に学習状況を評価するものだけを「主体的

に学習に取り組む態度」に示します。例えば、低学年の「形や色などと関わり楽しい生

活を創造しようとする態度を養う」は個人内評価のため入れないようにしましょう。
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小
学
校
図
画
工
作
科

特に題材前半では、努力を要する状況の児童を中

心に見て、児童への説明を変えたり、材料や技法を

試す場の準備をしたり等の手立てや授業改善を

行って、評価を次の授業に生かすことが大切です。

PointPoint

2

1

1

2

2

11 （児童の様子、ワークシート）

形や色などの感じを基に、音楽会の曲のイメージを

もちながら、感じたことから、表したいことを見付け

ることや表したいことを考え、形や色、材料などを生

かしながら、どのように表すかについて考えている。
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を含め、教科の目標（３）や学習内容に

応じて設定します。

PointPoint



26

小
学
校
家
庭
科

PointPoint

①生活を豊かにするための布を用いた物の

製作計画や製作について問題を見いだし

て課題を設定し、様々な解決方法を考

え、実践を評価改善し、考えたことを表

現するなどして課題を解決する力を身に

付けている。

➀家族の一員として、生活をよりよくし

ようと、生活を豊かにするための布を

用いた製作について、課題の解決に向

けて主体的に取り組んだり、振り返っ

て改善したりして、生活を工夫し、実

践しようとしている。

縫

縫

縫 縫

縫

縫
縫

縫 縫 縫

縫 縫

1

1

1

2

2

2
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①腕で支えながら移動したり、転がったりするなどの運動遊びに進んで取り組もうと（Ⅰ）している。

②順番やきまりを守り、友達の考えを受け入れ（Ⅳ） 、誰とでも仲よく（Ⅱ）運動遊びをしようとしている。

③器械・器具や場の準備、片付けを友達と一緒に（Ⅲ）しようとしている。

④場の安全に気を付けている。（Ⅴ）
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小
学
校
体
育
科

PointPoint

1

1

2

21

2

①腕で支えながら移動したり、転がった

りするなどの運動遊びに進んで取り組

もうとしている。

②順番やきまりを守り、友達の考えを受

け入れ 、誰とでも仲よく運動遊びをし

ようとしている。

③器械・器具や場の準備、片付けを友達

と一緒にしようとしている。

④場の安全に気を付けている。
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児童に付けたい力を明確にし、その力を育成する

ための単元構成を考え、指導を行いましょう。児

童と「中心となる言語活動」を共有した上で指導

を行い、評価することが大切です。

「主体的に学習に取り組む態度」については、「知識・技能」「思考・判断・表現」で重点とする内容を踏まえ

た上で、「粘り強さ」「自らの学習の調整」の二つの面から評価します。外国語科では、基本的に、「主体的に

学習に取り組む態度」の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。

また、単元で身に付ける資質・能力を児童と共通理解し、言語活動の振り返りで、自らの成果や課題、次への目

標を明らかにさせ、その取組状況を、特定の領域・単元だけでなく、年間を通じて見取ることも大切です。

PointPoint
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小
学
校
外
国
語
科

［知識］

［技能］など に

PointPoint

2

1

2

2

1

1
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多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、

活動を行う上で必要となることについて理解してい

る。

自己の生活の充実・向上や自分らしい生き方の実現

に必要となることについて理解している。

よりよい生活を築くための話合い活動の進め方、合

意形成の図り方などの技能を身に付けている。

所属する様々な集団や自己の

生活の充実・向上のため、問題

を発見し、解決方法について考

え、話し合い、合意形成を図っ

たり、意思決定をしたりして実践

している。

生活や社会、人間関係をよりよく築く

ために、自主的に自己の役割や責

任を果たし、多様な他者と協働して

実践しようとしている。

主体的に自己の生き方についての

考えを深め、自己実現を図ろうとして

いる。

PointPoint

PointPoint
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小
学
校
特
別
活
動
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「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ

と」の各領域において、社会生活におけ

る人との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深めた

りしている。

具体的に設定した意見交流会等

の言語活動を通しての学習への

取組を評価します。例えば、発

表会に向けて、自分の文章の表

現を繰り返し修正している姿

や、目的に合うように、既習の言

語知識等を生かそうとしている

姿等から見取ります。

PointPoint
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中
学
校
国
語
科1

1

1

2

2

2

PointPoint

お世話になった方へ感謝の気持ちを伝えるために、具体例等の記述が分かりやすいかどうかを友達からの

付箋等を基に判断し確かめて、自分の文章を見直し修正してお礼状を書いている。
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中
学
校
社
会
科

行います。

PointPoint

2

2

2

1

1

1
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自らの学習を調整しようとする

側面を見取るには、生徒が問題

解決の過程や学んだことの意義

を振り返ることが必要です。評

価場面では、新たに得た数学の

考え方を今後の学習や生活にど

のように生かせそうか等、振り

返る視点を教師が示すことも考

えられます。

PointPoint
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中
学
校
数
学
科

PointPoint

2

1

21

21
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中
学
校
理
科

①運動の規則性を日常生活や社会と関連付けなが

ら、運動の速さと向き、力と運動についての基

本的な概念や原理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。　　　

PointPoint

2

1

21

21
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音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように表すかに
ついて思いや意図をもったり、音楽を評価しな
がらよさや美しさを味わって聴いたりしている。

音や音楽、音楽文化に親しむ
ことができるよう、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

PointPoint

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際

のポイントとなる「音楽を形づくっている要

素（音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ

ア、強弱、形式、構成など）」は、その題材

の学習において生徒の思考・判断のよりどこ

ろとなる主な音楽を形づくっている要素を選

択して評価します。

・曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及 び 音楽の多様性について理解
している。　　　　　　　　　　　　　　　

・創意工夫を生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、
器楽、創作で表している。

Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要な、扱う教材曲や曲種等の

　　特徴、学習内容など、生徒に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わい（Ⅰ）に関心をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱（Ⅱ）の学習活動に

取り組もうとしている。
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中
学
校
音
楽
科

しい

歌唱表現としてどのように表すかについ

て思いや意図をもっている。

①「荒城の月」、「早春賦」の歌

詞が表す情景や心情及び曲の

表情や味わいに関心をもち、

音楽表現を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱の学習活動

に取り組もうとしている。     

PointPoint

2

2

1

1

21

題材内でのバランスの取れた評価計画の工夫

を歌

を創意工夫する。

・曲にふさわしい表現で主体的に

　「早春賦」を歌唱する。

・題材全体の学習の振り返りをす

　る。

思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にど

こまで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり

歌い表そうとしたりしている。

・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように

歌いたいか、思いや意図をノート等に書いている。



43

「思考・判断・表現」は「発想や構想」と「鑑賞」を評価

「A表現」の場合の「知識」は、

「技能」が発想や構想をしたこと

等を基に表す技能であるため、生

徒の様子や作品から「技能」と一

緒に見取ります。「B鑑賞」の場合

は、生徒の様子やワークシートか

ら見取ります。題材終了後に双方

を総括することが考えられます。

題材において設定した「知識及び

技能」と「思考力、判断力、表現

力等」の資質・能力を、生徒が学

習活動の中で「楽しく」（第１学

年、「主体的に」（第２学年及び

第３学年）身に付けようとした

り、発揮しようとしたりすること

へ向かう態度を評価します。
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中
学
校
美
術
科

、

（生徒の様子、ワークシート）

商品の特徴を伝える目的や調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り、作者の心情や

表現の意図と工夫などについて考えている。

（ワークシート）

商品のよさや特徴を伝えることを基に、伝え

る相手や内容から主題を生み出し、伝達の効

果と美しさなどとの調和を考え、表現の構想

を練っている。

（生徒の様子）

主体的にオリジナル商品の特徴を他の人に分

かりやすく伝えることを基に見方や感じ方を深

める鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

（生徒の様子、作品）

意図に応じて表現方法を創意工夫して創造的

に表し、見通しをもって表している。

（生徒の様子、作品）

形や色などが感情にもたらす効果や商品の内

容、造形的な特徴などを基に、全体のイメー

ジなどで捉えることを理解している。

PointPoint

21

21

21
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例えば、パスやシュート等、技能のポイントを知識とし

て学ぶ機会を設け、練習場面を設定し実際に練習した上

で、その評価を行います。練習を通して得た気付きを踏

まえて、話し合いの場面で他者へ伝えている内容を基に

評価できるよう、場面設定することが大切です。
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中
学
校
保
健
体
育
科

話し

PointPoint

2

1

21

21

出すことができる。
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を全て含め、題材

の目標や学習内容等に応じて設定します。

進んで知識及び技能を獲得しよう
としたり、課題を解決しようとした
りしながら、技術を工夫し創造し
ようとしているかを評価します。
観察以外にレポートや設計図、振
り返りカード等の記述や、評価資
料のポートフォリオを時系列で比
較し、総括して評価します。

PointPoint
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中
学
校
技
術
・
家
庭
科
【
技
術
分
野
】

にします。

PointPoint

2

2

1

1

21
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は、下記のⅠ～Ⅲの内容を含め、家庭分野の目標（３）や学習内

容に応じて設定します。

PointPoint
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中
学
校
技
術
・
家
庭
科
【
家
庭
分
野
】

PointPoint

1

2

1 2

1 2
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の評価規準は「思考・判断・表現」の評価規準と一体的に設定します。　

シ

い

PointPoint
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中
学
校
外
国
語
科

単元の中で３観点５領域を評価する場面を設定します。

確実に全員分の記録を残すために、学期末等にペーパー

テストやパフォーマンステストを実施します。授業中の

活動の観察、振り返りやワークシートの記述内容も加味

し、評価を決定します。

・現在完了を扱った対話文を読み、英文

を引用する等しながら、考えたことや

感じたこと等を伝え合う。

・現在完了を扱った教科書とは別の対話

文や文章を読み、引用しながら考えた

ことや感じたことをペアで伝え合う。

・ピクチャー・カードを使い、現在完了

を正しく引用しながら、教師やALTに

教科書の内容について説明する。

・初見の文章を読み、英文を引用する等

しながら、考えたこと、その理由等を

伝え合う。

・ペアで話した内容を踏まえ、自分の考

え等を書く。

教師が１時間で全ての生徒のやり取りを見取るこ

とは現実的ではありません。パフォーマンステス

トで確実に見取り、記録に残すことを目指します

が、単元の最終時でも極力見取りを行い、記録し

ます。ペアを替えたり、TTで実施したり等、見取

りの機会を増やし観察を行います。

PointPoint

1

1

2

2

1 2
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PointPoint

PointPoint

PointPoint
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中
学
校
特
別
活
動

 各学校で定めた評価の観点を指導

要録に記入した上で、各活動・学校

行事ごとに、十分満足できる活動

の状況にあると判断される場合に

〇を記入します。

　左の例では「特別活動における

資質・能力の視点を基に重点化を

図った例」を記入していますが、各

学校で定めた観点を記入します。
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学習活動を①課題の設定、②情報の収集、
③整理・分析、④まとめ・表現の一連の探
究のプロセスとします。児童生徒が主体的
に探究のプロセスを繰り返すことができる
ような単元を構想し、資質・能力の育成に
つなげていくことが大切です。

PointPoint

　学習指導要領には、どの学年で何を指導するのかという内容が明示されていません。そこで、各学校は学習指
導要領が定める目標を踏まえ、各学校の総合的な学習の時間の目標及び内容、評価の観点の趣旨を定めます。
総合的な学習の時間では各学校が定めた「内容」がそのまま「内容のまとまり」となります。目標の達成状況を
判断するための「内容のまとまりごとの評価規準」は、「内容のまとまり」に記載した文章を活用し、妥当性の
ある評価のよりどころとします。
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総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
小
・
中
学
校
）

PointPoint

PointPoint
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特
別
の
教
科　

道
徳
（
小
・
中
学
校
）

PointPoint
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かかわる総合的な所見

PointPoint

PointPoint
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